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平成２９年大磯町議会 

１２月定例会一般質問（１２月７日・８日） 

質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

１ 

３番 

吉川 重雄議員 

（ 90 分） 

9:05～10:35 

 

１．町政の行政課題の対応に問題はないか 

 今、町が抱えている、さまざまな課題の中で、特に「中学校給食の休止

後の対応について」「大磯恒道会の運営が危機的に陥っている問題の対応

について」遅々として進まないのはどういうことか。町民はリーダーとし

ての町長が、もっと問題に積極的に関与し、その成果を期待しているが、

現在に至っても一向に解決の糸口さえも見えてこない。そこで町長として

の政治姿勢を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

            

２ 

９番 

二宮加寿子議員 

（ 60 分） 

10:55～11:55 

 

１．人口ビジョン・総合戦略の進捗は 

 ４つの戦略の中から本町の取り組みの進捗について、以下の項目を重点

に伺う。 

（１）戦略１「大磯への新しいひとの流れをつくる」の事業１「地域資源

を生かした観光の振興」、事業２「大磯港みなとオアシス事業による

交流の促進」について 

（２）戦略２「大磯で若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」

の事業１「妊娠・出産・子育てに関する総合支援の推進」、事業２「ワ

ークライフバランスを支援する保育サービスの充実」、事業３「放課

後の子ども健全育成への支援」、事業４「時代の変化に対応した教育

環境の整備」について 

 

２．豪雨等の災害時に対する高木や樹木の対策は 

（１）高木など樹木の倒木への対策は。 

（２）伐採への補助金制度は。 

（３）樹木医による講習会などの対策は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 
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３ 

10番 

坂田よう子議員 

（ 70 分） 

13:00～14:10 

１．明治記念大磯邸園（仮称）の整備に関する進捗を問う 

９月議会において、明治 150 年関連施策の一環として、「明治期の立憲

政治の確立等に貢献した先人の業績等を次世代に遺す取組に関する検討

会」の報告書を踏まえ、国土交通省と連携し、神奈川県並びに本町が適切

な役割分担のもと、旧伊藤博文邸等を中心とする建物群及び緑地を「明治

記念大磯邸園（仮称）」として整備し、建物群等の一体的、有機的な活用

を図る事業計画が進行していることを確認した。 

その後、10月 13日、神奈川県議会は「邸園文化を通じた地域活性化の

ための取組の推進を求める意見書」を政府に対し提出したと伺った。 

明治記念大磯邸園（仮称）の整備に関する進捗を伺う。 

 

２．旧吉田茂邸の活用に対する展望を問う 

多くの人々の英知により旧吉田邸は再建され、今、大磯町は、数多くの

来訪者を感謝の心でお迎えしている。今年度の湘南邸園文化祭は、そのこ

とを意識しての企画が進められ民間団体の努力が継続している。また、外

務省による迎賓館的な活用が行われるなど期待が増す。しかし、再来して

いただくための環境整備等、今後の課題も見えてきている。今後の旧吉田

茂邸の活用に対する展望を伺う。 

 

３．「大磯町子ども笑顔かがやきプラン」の進捗状況の点検・評価を問う 

町は、少子化の急速な進行や待機児童の増加等に対応し、子育てと仕事

の両立支援を行うべく「子ども笑顔かがやきプラン」を策定し、さまざま

な取り組みを実施している。 

年度ごと、進捗状況の点検・評価が行われているが、現況をいかに評価

しているか。待機児童対策や放課後児童対策等、課題の抽出に対し、十分

な対策を講じているか伺う。 
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教育長 
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４ 

11番 

玉虫志保実議員 

（ 70 分） 

14:30～15:40 

 

１．国民健康保険の高額療養費に対する大磯町の対応について 

 事故等で家族が緊急入院、手術などで高額の医療費を請求された場合、

月末に手術や入院をすると、入院がふた月にまたがる場合が多い。 

 請求額が払えそうにないということで、病院の相談窓口を訪れ、限度額

適用認定証の存在を知るが、認定証の適用は申請した月の１日からとな

り、前月まで遡れないことを知り、支払いのことで途方に暮れる方もある

のではないかと思う。 

 そこで、以下のことについて、質問する。 

（１）月末が土日になる場合の限度額適用認定証の交付申請について。 

（２）年末年始の閉庁期間の限度額適用認定証の交付申請について。 

（３）限度額適用認定証提示以外に大磯町で可能な高額療養費対策は。 

 

２．町役場本庁舎１階の空間利用等から見える大磯町の行政運営について 

 「大磯町公共施設等総合管理計画」では、今後 30 年間で、公共建築物

の床面積を 15％削減するという数値目標を掲げている。削減にあたって

は、建築物の有効活用を追及する必要があると考える。 

 町役場本庁舎１階は「役場の顔」的なスペースであり、そこで働く窓口

の職員も「役場の顔」であると考える。快適な環境で安心して仕事をする

ことは、仕事のスピードアップや住民サービス向上につながり、来庁者の

職員への印象もアップすると考えるが、現在の状況は職員にとっても来庁

者にとっても快適な環境とは言い難い。 

 そこで、フロアの有効活用と環境改善を進めることを願い、以下のこと

について質問する。 

（１）入口付近のロビーは来庁者へのさまざまな情報提供の場であり、朝

早くからオープンしているカフェ的利用が可能と思うがいかがか。ま

た、自販機、ガラスケース、町の立体模型等についてはどのように考

えているか。 

（２）災害等緊急時の避難を考えるに、扉は全て開くようにするべきでは。 

（３）利用の多い町民課の窓口利用方法と町民課受付の役割について。 

（４）ブラインド、天井のファン、寒さ対策など、職員の健康面に対する

対策は。 

（５）職員が昼食を自分の席でとる理由は。 

（６）入口がオープン過ぎるトイレについての考えは。 
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５ 

１番 

竹内恵美子議員 

（ 60 分） 

16:00～17:00 

 

１．「寺坂老人憩の家」について 

寺坂地区では、「老人憩の家」が不動川と隣接しており、地盤も低く、

災害時には非常に危険ではないかと思う。 

（１）「寺坂老人憩の家」は指定緊急避難場所に指定されているが、避難

所の位置づけや利用する場合の判断基準はどのようになっているの

か。 

（２）平成 29 年 10 月に発生した「台風 21 号」の際に、住民の方が、指

定避難所として開設された「国府小学校」に避難されたとのことだが、

避難誘導等に問題はなかったか。 

（３）今後、寺坂地区における指定緊急避難場所の見直し等を図る考えは

ないのか。 

 

２．平成 29年３月議会定例会で、「大磯町職員の定数条例の一部を改正す

る条例」が可決されたが、その後の進捗状況を問う 

（１）女性の消防職員の採用状況は。 

（２）受け入れ態勢としての施設整備はどのようか。 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

６ 

15番 

柴崎  茂議員 

（ 90 分） 

9:00～10:30 

 

１．中学校給食について 

平成 28年１月 12日～平成 29年 10月 13日まで行われた中学校給食は、

何が問題で中止することになったか。 

（１）どのような問題があったか。 

（２）その問題の度に議会に説明・報告がなかったのはなぜか。 

（３）誰か責任をとったか。 

（４）これからの給食は、とりあえず３社に打診したというが、今後どう

するつもりか。 

 

２．中﨑大磯町政は特定の者に便宜を図っていないか 

特定の業者が特に町発注の建設事業に関し、入札や、その結果及び落札

業者、下請けに入っている事実を考えると、町長や副町長が大きく関与し

ている事実はないか。 

 

３．「明治記念大磯邸園」の設置について 

「明治 150年」関連施策の一環として明治期の立憲政治の確立等に関す

る歴史的遺産の保存及び活用で一体的な空間として後世に伝える目的の

件で、知るかぎり 29年度の国の予算に当初からあったものなのか。また、

旧滄浪閣の買い取り価格はいくらか聞いているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

町 長 

７ 

８番 

奥津 勝子議員 

（ 50 分） 

10:50～11:40 

１．高齢者施策について 

 平成 29年３月の改正道路交通法施行から９月末までの間に、75歳以上

の運転免許証の自主返納は約 18万 4,900件で、昨年１年間の約 16万 2,300

件を上回り大幅増となった。75歳以上の高齢ドライバーの認知症対策が強

化されての改正法である。そこで伺う。 

（１）免許証を返納された高齢者への交通手段となる手助けの方法を町は

どう考えるか。 

（２）街区公園に高齢者用のストレッチ器具の設置は。 

（３）認知症対応のひとつであるオレンジカフェの推進を再度問う。 
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８ 

13番 

渡辺 順子議員 

（ 90 分） 

13:00～14:30 

１．新たな視点で地域公共交通の対策を 

 富士見地区の路線バスの減便によって地域公共交通の見直しが始まっ

てから久しい。現在富士見地区では町補助の路線バスを運行しているが、

子供や高齢者など車を利用できない人々は不便な生活を強いられている。 

 また、町では今年度から公共交通空白地域である西小磯東区で「乗合タ

クシー」の運行が始まったが、車を運転しない高齢者が増えれば地域交通

の役割はさらに重要となることは必至である。地域公共交通を社会基盤施

設であり、まちづくりの大きな要素であると捉え、定住人口の安定化や子

育て支援の視点を踏まえた対策が必要ではないか。 

（１）富士見地区の町補助路線バスの運行状況は。 

（２）乗合タクシーシステムとは。 

（３）大磯町の地域性を踏まえた新たな視点での考え方は。 

 

２．エネルギーの有効活用と地球温暖化防止について 

 環境基本計画の４章、環境保全に向けた取り組みの個別プランでは、省

エネルギーと自然エネルギーの有効利用を進め、地球温暖化防止などの取

り組みを掲げている。町の役割として掲げている項目の取り組み状況はど

うか。 

（１）環境部局に環境・エネルギー係が設置されてからの取り組みは。 

（２）地球温暖化対策実行計画と温室ガスの排出抑制は。 

（３）ＬＥＤの使用やＰＰＳ事業者選定による経費削減効果は。 

（４）施策を推進する財源確保の考えは。 
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９ 

12番 

鈴木 京子議員 

（ 90 分） 

14:50～16:20 

 

１．中学校給食の即時改善を 

中学校給食の導入前より、生徒の昼食状況は後退していると考える。第

２回の懇話会の進め方やまとめ方も納得できない。今すぐ改善すべき点、

中長期的な視野に立ち、以下の点を問う。 

（１）エンゼルフーズとの協議内容と進捗は。 

（２）９・10月の給食費の精算状況は。 

（３）牛乳給食の再開は。 

（４）弁当をつくることが困難な家庭への支援は。 

（５）調査費計上の目的と内容は。 

 

２．東海大学大磯病院は存続するのか 

 東海大学に売却した町有地は、中﨑町長が病院長時代につくった整備計

画に必要とされたが、今年になって大学側は不要と判断した。病院機能の

存続に懸念を持つ。以下の点を問う。 

（１）産科再開の展望が見えない中、病院機能は縮減傾向にある。町長は

計画の進捗や機能について協議してきたのか。 

（２）当該土地は病院スタッフの駐車場として使われている。駐車場が不

要ということは建て替えをしないのか。存続と機能向上の確信は持て

るのか。また、月京幼稚園の移転、学校プール建設について反省点は

ないか。 

 

３．明治 150年関連施策の内容と町のかかわりは 

 国が唐突に発表した「明治記念大磯邸園（仮称）」については安倍首相

の復古路線と重なると危惧する。旧伊藤博文邸は伊藤博文の住んだ建物で

はないし、西園寺邸は現存していない。国の認識に誤りもあると考える。

国・県・町の役割について、協議内容と進捗状況を問う。  

 

４．大磯町職員の働き方改革の課題・問題は 

 町長指示で 11月 13日に始まった働き方改革は進め方が非現実的で組織

はかえって疲弊をしているのではないか。職場からの意見や職員アンケー

ト等の内容から、町長は課題・問題をどう認識し、改善につなげていくの

か所見を問う。 

 

町 長 

教育長 
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町 長 

９名  ２０問 

時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


